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秋田県には先人の残した多くの文化財aが残されています。これら

過去の文化遺産は現代に生きる私たちの責任で保護し、未来に継承

していくべきであります。

このほど、秋田県土木部により、県道本荘@西仙北。角館線の改

されました。この工事は西仙北町地内において、周知

の遺跡である上雨堤遺跡の一部にかかることが判明し、工事に先立

って発掘調査を実施いたしました。

その結果、平安時代の掘立柱建物跡や土墳などが検出され、大き

な成果を上げることができました。

本書はこの調査結果をまとめたものでありますが 県民各位の文

化財に対する御理解と歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いで

す。

最後に、秋田県土木部仙北土木事務所、西仙北町教育委員会、地

域住民の皆様をはじめ、調査にあたり御指導、御協力下さった多く

の方々に対し、厚く御礼申し上げます。

昭和 61年 9 月 1 日

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長
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仔リ

1 .本書は秋田県教育委員会が昭和60年11月8日から12月7日に渡って

郡西仙北町上雨堤遺跡の発掘調査報告書で、ある。

2 した。

3.遺物の実iftlJ、計iWJ、トレースは整理作業員があたった 0

4.遺構断面図、土層図中の数値は標高である。

した、秋田県仙北

5.土伊Jの表記は農林省、農林水産技術令議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監修『新

版標準土色rlJ~îJ によった。

6. ;~i烹器実iWJøの断面は黒く塗りつぶし、土師器と区別j した。

7. 内面黒色処理が施された土師器の実iHlJ図には、内面にスクリーントーンを貼った 0

8.遺構に使用した略記号は下記のとおりである。

S A........・柱列 S B .........掘立柱手主物跡 S K.... 
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第 l節 発掘調査に歪るまで

第 l章はじめに

第l節 発掘調査に主るまで

上雨堤遺跡発J屈調査は、県土木部による県道本荘@西仙北・角館線の改良工事に係る緊急、発

掘調査である。この県道は雄和町から西仙北町を通り角舘町へと至る路線で、西仙北町半道寺

付近では西野・上野両部落の南側を迂回する延長1，862m2のパイノ された。

しかし、西野部落の南側には周知の遺跡である上悶堤遺跡があるため、この遺跡にかかると

判断される1，620m2を対象として発掘調査を実施することにしたものである。

第 2節 調査の組織と構成

遺跡所笹地 秋田県出j北郡西仙北町土川字上雨堤116番地の 2他

調査期間昭和60年11 月 8 日 ~12 月 7 日

調査対象蔀積 1，620m2 

調査面積 1 ，640m2 

調査主体者秋田 コ之ス
ム

調葦措当者 熊谷太郎(秋田県埋蔵文化財センター

同 文化財主事)

調査事務担当者 加藤 同

佐藤健( 同

調査作業員 岡田衛=郎小笠原栄一小松作市小松幸太郎 i嵯l域重昌嵯!峨

i嵯IU我 i嵯IU我 佐藤謙治郎 佐藤 正佐藤 佐藤龍之助

茂田口 民治 白日門之助 阿部スズエ 岡田テツノ 夕、子

久保員Ij子小松 i嵯IU我 イヨ 嵯UI我 和子 i嵯峨かはる i嵯峨チヨ

i嘘IU我 貞子嵯1])我秀子 カツ 佐藤 カヨ 佐藤友子

ツヱ 田口タケヨ 宮野ハルヨ

事務補助員 !嵯IU我みき子

整理作業員荒川 大西英子奥山文子 田 小松郁子坂本美利

菅原 リヱ 田 高橋千加子高将[J 原、 森)11 怜子

1
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日1i;'.: はじめに

森元てる子

爵護協力 秋田県土木部仙北土木事務所西仙北町教育委員会
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第 l節立地と環境

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節立地と環境

j二雨堤遺跡は仙北郡西仙北町土川地内に所在し、国鉄奥羽本線刈和野駅の南東 2.2km、東経

140
0

24' ，北緯39
0

32' の位置にある。遺跡をとりまく地形は標高100m前後から300mに達する

丘稜地と、その間を切って流下し雄物川に合体する河川、及ぴそれらによって形成された低平な

砂礁段丘と沖積回を含む平地から成り立っている。

遺跡地は雄物川狭窄部低(台)地に属し、標高33m前後の低平な砂礎段丘上にある。遺跡北

方には標高300m を越える畑山丘陵、東方には200m 代の虚空蔵岳丘陵、また甫東には70~80m

の金葛闘丘陵があり、これら丘陵の聞に土買川、心像}Ijが流れ、半道寺において合流し、さら

に西流してメJj和野に歪って雄物川と合体している。雄物川は強首より上流部では湾曲率が大き

く、立つ幅広い自由蛇行に伴い河跡湖、旧河道、乱流跡、自然堤防、砂堆微高地など特色ある

地形を残している。

遺跡西側及び南側は土賀川の沖積面で、東側は段丘上を南北に走る沢によって区切られてお

り、遺跡地は南に向かつて張り出す小さな舌状台地をなしている。土買川までは 400mほどで

ある。遺跡の現状は畑地、杉林で、調査医南側は開田されている。

第 2節周辺の遺跡

遺跡周辺には雄物川とその支流によって形成された河岸段丘が発達し、遺跡も多く発見され

ている。

上雨堤遺跡、の 1.3km北方にある刈布沢遺跡は昭和53年に発掘調査が行われ、縄文前期の大木

式土器が多数出土しており、これに隣接する金精野遺跡(5 )は中期の遺跡である。晩期の遺

跡としては殿屋敷(6 )、ート鶴台(2 )、四階沢(3 )のほか、神間町八石 (10) 、萩の台

遺跡 (11)があり、殊に殿屋敷遺跡では泥炭層中から朱塗櫛が出土している。この他に縄文時

代の遺跡として大楽 1 (7) 、上ノ台(9 )、神岡町油公園 (12)がある。

中世城館は西仙北町にも多く 13箇所が登録され、上雨堤遺跡付近には寄騎館、茶臼館、朝夷奈

館、黒沢館、岩井堂館の 5館が存在する。大楽II(8)には経塚がある。

この他、西仙北町教育委員会が調査したものに、強首字上の台にある柏台遺跡があり、昭和

- 3 



r;2t;f 遺跡の立地と保税

56年に縄文時代後・晩期の造物が出土している。

日J:l 秋田県農政古1¥農地経fiiii課 『土地分類基本調主 刈和野J 1979 (昭和54年)

詰2a.秋田県教育委員会 F秋田県遺跡地図J 1976 (昭和51年)

b.秋田県教育委員会 「秋同県の'1'-111:域自立J 1981 (1昭和56年)

~t3 西{山北町'1'央公民館副館長、{呂太地一氏の街l教示による。

2km 

第 1図 上雨堤遺跡周辺地形 ・遺跡図
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第1節遺跡の概観

第 3章遺跡の概観

第 1節遺跡の概観

本遺跡は標高33mほどの低い台地上にある。この台地は遺跡の北西側と南側で緩やかに傾斜

して沖積面へ続いている。東側には小さな沢があって、これをせき止めて溜池が設けられてい

る。遺跡の北東には県道本荘・西仙北・角館線が通 1)、道路の両側に住宅が並んでいる。バイ

パスは現道の南側を迂回するもので、杉林、畑地、荒地を通る直総部分が調査地点である。調

査地点の南西側の一部が既に開田されており、その際に遺物が出土している。付近の畑地上に

も土師器、沼恵、器の散布が見られることから、主として今回調査区域の南西側に遺跡の広がり

が予想される。

調査区北東壁で観察した土層は以下のとおりである。

第 I 層:黒褐色土 (lOYR~ )。耕作土で植物根が多量に入っている。遺物を含む。

第II層:暗褐色土(lOYR%)。やや硬くしまった遺物包含層である。下部から平安時代の

遺構が掘り込まれている。

第m層:黒褐色土 (lOYRち)。下部が粘質でしまりがある。

第W層:)疋黄褐色土 (lOYRち)。硬く、しまりがある。 m.v層の漸移層である。

第V層:淡黄褐色土 (5Y%)。粘質で硬く、しまりがある。

第VI層:灰白色土 (5Y}/i)。粘質で極めて硬くしまっている。

第四層:明黄褐色土 (lOYR%)。極めて硬くしまっている。部分的にボロボロと剥離しゃ

すい。この層の下は砂喫層となる。

トーー/τ一一一
o 1m 

第2図土 )冨

「「
U



;""13市遺跡のH軽量JI.
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ー与

もー・・ーー

ち~
第3図 グリッド配置図
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第 2節調査区の

上雨堤遺跡はノ叶/ {半う発掘調査であるため、

111と である。調査区域の中央部と西側に11扇5111ほど

ているため沢にri'IJって緩やかに傾斜している。

第2節調査区の設定

は長さ 150m 、 I!J面 15~18.5

り、東端iは小さな沢となっ

調査区域内には杉・アカシヤなどの立木が多く この抜根 除土作業はユンボを使用して行

った。この作業と1Ji二行して調査範囲内の東西両端の試掘調査を行った結果、この部分には遺構

は存在しないものと+，IJI~~r された。精査の後、主として中央部の農道付近から遺構、 i宝物が検出

されたので、グリッド杭の打設はこの付近のみとした。

グリッドは 4111 J5'Onとし、細長い調査区に沿った東西方向には東ほどJrll'"Iに増加する

これに直交する南北ラインにはアルファベ、ソトを付した。グリッドの呼称は東南隅の座標で呼

ぶこととし、産襟名は算用数字とアルファベットの組み合わせで11乎んだ。

第 3節調査の経過

11月8日調査開始。プレハブを建設し、調査予定区域内の立木伐採、草刈りを行う。 12日、

ユンボで東端から抜版、表土除去を開始。 19日には東半部の除土を終え、精査しつつグリッド

杭を打設する。翌日には抜根、 i除土作業が終了、掘;立柱建物跡、土壊が検出され、完形の土 I~rn

器杯などが出土した。 26日ごろ全域にわたる地山出精査の結果、西半部には遺構が存在しない

ことが判明した。 12月3日ごろから土墳や掘立柱建物跡の実il!lJを開始し 7日に至って調査を

終了した。
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i立跡の概観
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第 1節横出遺構と遺物

第 4章遺構と遺物

第 1節検出遺構と遺物

( 1 ) 掘立柱建物跡

5801掘立柱建物跡(第 5図、

第1・4・5図版)

19A ~22A 、 19B ~22B グリッ

ドの第II層下部から掘り込まれて

いる。桁行6間(総長1，315cm-

北{削)、梁行 2間(総長498crn-一一

西側)の建物である。建物の軸方

rilJは桁行でN-51" -wである。

東側のP7・14・21は掘形規模が

i也に比べてIJ、さく、この位置に庇

がつくものと考えられる。身舎の

桁行柱間寸法は、北側では西から

230crn， 265crn， 191crn， 195crn， 198 

crn、梁行は西側では北から220crn、

222crn 、庇のrlJ~の平均寸法は 230crn

である。柱掘形は全体に IU各方形で

あるが、 P9 ~12の規模が小さく、

床束の可能性がある。径20cl11ほど

の柱痕跡がP13、19、20などに見

られ、南北両側の桁行では建物外

方に、掘形を切る形で小規模な掘

形と柱痕が見られる場合がある。

P 9は SK02土墳と重複するが、

両者の新|日関係は詳らかではない。

A←ー Hニ 32.70m- A〆

、、--- u 

むP2 (g P 9 (QJP1 

@P己

- 9 -

(C)Pll 

(Q) P12 

26Scm 

~P17 
191cm 

σ18  

日間

第 5図 SB01掘立柱建物跡



第4章遺構と遺物

司
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5802掘立柱建物跡(第 61:x1、第 4図版 2) 
24A ~27 Aグリッドの第II層下部から掘リ込まれ

ている。建物跡の北側桁行5関(総長1，350cm)のみ

が検出され、梁行は不J:lJJである。建物の軸方向は N

-47" -Wで庇は付設されない。桁行柱間寸法は、

西から262cIη、290cI11、 266cI11、 250cI11、 284cm。 柱掘

形は SBOl掘立柱建物跡同様にほぼ方形を呈し、一

辺54~74cl11、深さ 32~38仁;m 、掘形底面にわずかな凹

みがあり、これに重なる形で径20~24cl11の柱:肢跡が

観察される。

( 2 )柱列

5AOl柱列(第 6図)

SB01掘立柱建物跡のP7付泣から25Fグリッド

にかけて並..i;'柱列である。第N層而でで、検出したカ

J甲崩lリj込主みは第II層カか通らと思わtれLるO 総長1，700CI11、

柱間寸法は束から404仁'111、250cI11、 368cI11、 352cI11、 332

CI11、 -j::j位は N-79
0 

- E 、 J同形は円形で径16~20cI11、

深さ 24~48cl11、柱:J.f{ß亦は見られなかった。

( 3 )土墳

5KOl土壊(第 7図、第 5図版 2) 

20Cグリッドに検出した。 167X 145cI11の十青円形で

中央部は深さ25cI11ほどであるが底而は東側がしだい

に低くなる。 慢は北i[iJJが垂直に近い立ち上がりであ

るが、南側は外方に緩やかに傾斜して立ち上がって

いる。全体に 色土が堆積し、土師器I不(第 8図

~ 

i
i
∞
 

1 ~ 5 )、須忠器長頚瓶(6 )が出二Lした。

5K02土墳(第 7図、第 2図版 l、第 5図版 3) 

20Bグリッドに検出した。 194X126cI11の楕円形で

1I1I111 III1m 深さは中央部で36c同る。底面はほぼ平坦で壁は急

第 6図 j敢に立ち上がる。覆土上而に焼土が混入する層があ
SB01掘立柱建物跡・ SAOl柱列

- 10 -



第 1節検出遺構と遺物

1)、その下部は一部が硬化しており、この面で火を焚いたものと忠われる。 SBoH屈立柱建物

跡のP10が重復しているが、土墳上面では確認できず、土j底堆粘土を掘り Fげ中にほITliで検出

した。土師器士不(第 8図 7~10) 、 ;J~l 恵器士不(1 1)、棄(12)が出土した。第 8図 9は休部外

而に墨書こがある。

SK03土墳(第 7図、第 6図版 1) 

21グリッドに検出した。径98cI11の円形で、底面は丸みを帯び、最深部は確認面から25cI11の深

さがある。黒褐色土が堆積しており、土I~Hî器時(第 8 図 13) 、須恵;器士不(第 8 図 14)、言葉(第

8図15)、鉄製刀子(第 8図16)が出土した。万子は全長30.8cl11、刀身の長さ23.5cl11、茎の長

さ7.3cl11で茎の端部を欠損している。厚さは刀身で0.6cl11、茎で0.5crnである。

SK04土墳(第 7図、第 6図版 2) 

23Cグリッドで検出した。平面形は確認面では128X 92crnの楕円形であるが、底部は105X45 

('111の長方形をなしている。 11ぽ平土日な底雨初為ら壁が急、な立ち上がりを呈しており、断面はJ[J'底

状である。堆積土は黒色土と黒褐色土が互)習をなして中央部が!:!:!]む自然堆積の様相を呈してい

る。造物は出土しなかったの

SK05土壌(第 7図、第 6図版 3) 

25Aグリッドに検出した。ほほ、南半部が調査範囲外に出ているが、平田形は径100X 110mほ

どの円)1・3をなすものと考えられる。土層断面を見ると II層の中部から掘り込まれており、氏ml

は丸みを有し、やや急、角度で壁が立ち上がる。 遺物は出土しなかった。

第 2節 遺構外出土の遺物

( 1 ) 縄文時代の遺物

l点であるが19Cグリッドから出土している(第11図4)。 底径3.8crn、残存高7.4crn、制部

最大任7.4('111の小型事:形土器て¥服部に RL斜縄文が施されている。 後五Jj頃の土器と考えられ

る。

( 2 ) 平安時代のi宝物

土f~rtí器対(第 9 図 1 ~ 9 )、斐 (20) 、 ;fi}tl:器上手 (10~18)、長頭首1¥(19・21)、斐(第10

閃)の他、砥石(第11図 1・2)、土錘(3 )が出土した。砥石(1 )は5.8X5 .5cl11、厚さ4.3

crn、砥面は 5面ある。(2 )は6.9X 2. 8crn、厚さ 1.7crn、両面に砥面を有する。土録は縦3.1crn、

中央部最大径1.7cl11、径0.3crnほどの孔を有する管状土錘である。



第4章遺構と遺物
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第2節 遺構外出土の遺物
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第4 )立fjYfとi古物
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第 2節 i立構外出土のi立物
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第4章 i立抗と i立物

亡コ

白

2 

第11図遺構外出土i宣物 (3)
ハU
i
l
l
-
L

n
 

I
 
C
 

R
U
l
-
-
J
 

第 1表 ( 1 ) 

仲間帯サ |苅IiJif存号 11¥::1-_;立行IJ' lfii やE 仁I IA ，) コ白~ff早T' ( 《-I ?I川a Iasj ) -e JJfi 二1-- 色 r;J，¥j 岐部切り却し(('111) 

与181;;<11 約 71刀IiJi1 S 1く 01 1-_ !'Hli 器 H~ 14.3 4.4 5.9 。少ìl~ 入 タ[人卜l，. i災 t~t 凶転糸切り(ギi)
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第 2節 遺品目外出土のi立物

2~受 ( 2 ) 

持1:Rl番号 図版番号 tlj=l二地点 百3之g口干 Hl 口 (ι在III任) 政 1f* Ilti 色 ，j)，¥J !底部;l;JJ1) ~jjí L 
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" 
11 21 18A II層 ij'( 忠岩手査 11 内外: J!iY~ !夫 !クミ

17 



第 5章まとめ

第5章まとめ

上雨堤遺跡にかかるパイノfス建設予定地内1，640m2を発掘調査し、平安時代の掘立柱建物跡 2

j索、柱列 l基、土JJili5 誌の遺構を検出した。出土造物は平安時代の土I~rl市平・須忠器など

に極めて少ない。

SB01iAl立柱建物跡の南北ffhi1HiJの桁行には、建物lJsl方に して外方に小規模な掘形が重夜

する。床束や庇部分には見られないことから身舎桁行の補強を目的としたものかと考えられる o

SB02掘立柱建物跡は建物方向、身子'ii、+:11司、 J出形規模が SB01i日立柱建物跡のそれらと近似し

ており、構築年代もほぼ同時期jの泣1、市と見なせるであろっ。

範囲内から竪穴住居跡は検出されなかったが、 この時代の住居として一般

的であり、 j主Jijl'は南にI('Jって張り出す小さな舌状台地上に広がりが推定されるから、

外、殊に南開1l!IJ の~'11積地にri'Jう綬斜面i及び北側の平坦而にその存ヂ1:が二子泡;lされる。縄文土器は

後JI:J]と考えられ、この時期の遺構も存在するものであろう。柱列、土墳に I~~J しては性格は不明

である。

したなじよ{器から、語i立柱建物跡などは 9世紀後半から10世紀前半時!のj立1非と考えられ、

調査地点はこの時期の集落跡の一部と推定される。
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1 遺跡占主演

2. it開礎的の状況
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1.旨ROI婦玉Z柱建物跡柱穴

2. SKOl土峨

3. SK02土場

掛
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1. SK03土I瞳

2. SK04t場

3. SK05土場
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